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こ
ろ
ば
ぬ
先
に
杖
を
刊
一

共
済
、
建
物
共
済
の
制
度
が
あ

り
ま
す
@
方
]
の
備
え
に
加
入

し
て
下
浅
い
。
平
野
町
野
田
、

上
閉
伊
勢
美
さ
ん
宅
は
去
る
一

月
十
五
日
本
家
か
ら
出
火
、
全

焼
し
ま
し
た
が
建
物
共
済
に
参

拾
万
円
加
入
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
の
で
、
早
速
県
連
合
会
に
連

絡
、
主
任
が
出
張
し
て
来
ら
れ

共
済
金
金
額
が
上
回
さ
ん
に
渡

さ
れ
ま
し
た
。

建
物
と
言
わ
ず
、
家
審
と
畳
一
回

わ
ず
万
一
の
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
間
髪
を
入
れ
ず
加
入
者
の

気
持
に
な
っ
て
処
置
し
て
お
り

ま
す
。
お
互
に
扶
け
合

5
自
分

の
組
合
の
制
度
を
利
用
致
し
ま
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一
の
紙
会
を
も
っ
て
、
予
め
お
話
一
運
営
の
内
容
は
大
き
く
強
化
さ
一
時
に
一
部
負
担
金
は
窓
口
徴
枚

一
申
上
げ
て
い
ま
し
た
国
民
健
康
一
t

れ
国
民
皆
保
険
で
日
本
国
民
で
一
を
実
施
し
支
所
管
内
は
準
備
の

一
保
険
に
つ
い
て
は
、
い
よ
/
¥
一
あ
る
限
り
一
人
残
ら
ず
職
域
組
一
都
合
も
あ
っ
て
四
月
一
臼
か
ら

…
新
国
民
健
康
保
険
法
も
施
行
さ
一
織
に
よ
る
社
会
保
険
に
加
入
す
一
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

一
れ
、
日
本
全
国
社
会
保
障
制
度
一
る
か
‘
そ
れ
以
外
の
方
は
間
保
一
幸
い
に
本
市
は
喜
多
医
師
会
と

一
の
利
用
が
飛
躍
前
進
、
強
力
に
一
に
加
入
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
一
の
話
合
も
順
調
に
進
み
医
療
機

実
施
さ
れ
る
段
階
に
な
り
ま
し
一
強
制
加
入
の
制
度
も
ま
た
強
化
一
関
を
挙
げ
て
協
力
的
に
話
が
ま

た
の
で
本
市
に
お
き
ま
し
で
も
一
さ
れ
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
り
ま
一
と
ま
り
、
な
お
若
干
の
条
件
は

旧

大

洲

町

が

一

月

刊

日

か

ら

笑

一

す

。

ぃ

一

残

し

て

い

ま

す

が

大

体

、

本

市

施
に
な
り
全
市
民
が
社
会
保
障
一
日
本
間
良
一
人
と
し
て
健
康
保
一
の
運
営
方
針
を
主
体
に
し
て
医

の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
一
険
の
未
加
入
者
は
無
い
こ
と
に
一
療
担
当
者
も
諒
承
し
て
も
ら
い

ま
し
た
こ
と
は
、
真
に
幸
な
こ
一
な
り
ま
し
た
@
一
妥
一
結
い
た
し
ぎ
し
た
。
か
く
し

と

と

存

じ

ま

す

。

一

も

x
J

↓
つ
は
一
部
負
担
の
窓
口
一
て
合
併
当
初
よ
り
の
大
洲
市
圏

以
下
新
悶
民
健
康
保
険
法
と
一
徴
牧
で
る
り
ま
す
。
此
の
問
題
一
保
(
国
民
健
康
保
険
の
略
称
)
の

国
保
事
業
の
今
後
の
運
営
に
つ
一
は
関
係
事
業
中
先
も
大
き
な
間
一
問
題
が
解
決
し
た
の
で
ら
り
ま

い
て
少
し
説
明
申
上
げ
る
こ
と
一
題
で
あ
り
新
法
案
で
も
問
題
と
一
す
が
、
問
題
は
む
し
ろ
今
後
に

に
い
た
し
ま
す
。
一
な
り
ま
し
た
が
、
従
来
既
に
窓
一
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
り
ま
す

。
国
民
健
康
保
険
事
業
は
今
回
一
口
徴
牧
を
実
施
し
て
ス
ム
ー
ス
一
折
角
盤
っ
た
国
保
の
運
営
が

の
新
法
が
仰
る
ま
で
は
、
市
町
一
に
遜
営
し
成
田
町
を
挙
げ
て
い
る
一
人
午
後
円
滑
に
運
営
が
出
来
る
か

村
又
は
組
合
の
任
意
企
業
に
よ
一
笑
績
と
窓
口
徴
枚
を
要
望
す
る
一
出
来
な
い
か
は
市
民
の
皆
さ
ん

る
公
営
世
帯
一
業
と
し
て
の
運
営
で
一
大
勢
が
強
く
な
り
、
医
師
会
等
一
円
立
場
に
よ
っ
て
分
け
ま
す
と

あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
国
の
一
医
療
機
関
の
一
部
反
対
に
も
拘
一
医
療
機
関
、
被
保
険
者
、
保
険

事
業
と
な
り
市
町
村
は
委
任
事
一
わ
ら
ず
緩
く
一
部
の
修
正
を
行
一
者
(
こ
れ
は
大
洲
市
の
こ
と
〉
の

務
の
形
に
変
り
診
療
費
に
つ
い
一
っ
て
遂
に
議
決
を
免
る
こ
と
に
一
三
者
一
叫
が
気
持
を
合
わ
し
て
相

て
も
そ
の
一
部
は
国
の
義
務
負
一
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
Q

-

互
に
障
害
を
除
ぎ
合
い
つ
L
協

担
と
な
り
業
務
の
本
質
即
ち
根
}
本
市
は
法
案
通
過
を
見
越
し
旧
一
カ
し
あ
っ
て
ゆ
く
こ
と
な
の
で

悶
副
知
抑
制
印
訳
語
怒
選
出
掛
日
明
、
脱
出
町
提
唱
照
時
総
謎
国
指
摘
常
道
議
事
開
廷

gssg惑器
開
制
部
協
同
開
問
題

S
S由
嵐
長
引
舟
開
討
議
時
氏
自
由
同
国
間
お
お

qL

フて

そおら械
うわし郭
遠れい建
くて苧築
はお綿と
お筒櫓l_，
る見がて

ご字守番
。るくに
のよめ
もそず

雪

大

洲

大
州
地
方
で
は
珍
ら
し
い
大

雪
で
φ

め
っ
た
e

一
月
十
七
日
の
雪

汽
車
も
止
り
、
パ
ス
も
止
っ

た
ο大
洲
の
雨
量
通
報
一
的
の
調
べ

で
は
十
七
日
の
午
後
八
時
五
十

分
が
最
大
積
雪
時

六
十
一
一
一
極
と
の
事

最
底
温
度
は
十
七
日
で
マ
イ

ナ
ス
五
度

巌
大
風
速
は
十
八
日
の
午
後

二
時
で
、
九
。
八
米

昭
和
十
三
年
以
降
の
り
山
保
に

は
な
い
雪

と
し
よ
り
は
大
正
五
年
以
来

の
雪
k
い
う

実
に
四
十
一
一
年
ー
振
り
の
大
宮

で
あ
っ
た
。

日)第35号

市の人口動態 12月末日調
工。総人口 4 6.6 1 5人

内 j男 22.647人
1.生- 23.968人

2. 世帯数 9.7 1 3世帯

出死転転婚離
生亡入出射熔
印人 43人 135人工67人 31件 4件

や
よ
副
ワ
繍
繭
脳
出
叩
上
げ
ま
す

大

洲

養

老

院

養
老
院
に
牧
容
さ
れ
ま
す
方
一
め
、
各
学
校
、
婦
人
会
、
保
育

は
生
活
カ
は
も
と
よ
り
、
身
寄
一
圏
、
地
区
社
協
、
愛
媛
県
共
纂

り
の
な
い
薄
倖
な
老
人
ば
か
り
二
般
有
志
の
方
々
に
は
数
々
の

で
ど
ざ
い
ま
し
て
、
現
在
五
十
一
金
口
叩
の
御
寄
贈
を
賜
り
、
そ
の

名
の
牧
容
定
員
で
あ
り
ま
す
が
↑
上
御
来
院
御
慰
問
を
頂
き
、
老

市
内
か
ら
三
十
五
名
、
市
外
一
人
は
も
と
よ
り
関
係
者
一
同
感

か
ら
十
六
名
で
計
五
十
一
名
の
一
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

方
が
牧
容
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
一
な
お
、
暮
れ
の
十
二
月
二
十

年
令
は
色
々
な
事
情
に
よ
り
ま
一
五
日
盟
名
に
て
一
金
二
千
円
を

し
て
五
十
三
才
か
ら
九
十
五
才
一
郵
送
し
て
下
さ
っ
た
方
が
あ
り

の
人
を
牧
容
致
し
て
お
り
ま
す
一
ま
し
た
。
篤
志
家
に
対
し
ま

こ
れ
等
の
方
々
に
材
レ
ま
し
て
↑
じ
て
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

年

末

年

始

に

を

始
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からき者誰る災 にで
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心こ処連りき起 i協な
得の置絡も、争 力お
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き
も
も
み
じ
、
南
天
等
々
、
四

季
折
々
の
趣
を
一
山
に
集
め
る

中
で
、
町
内
鴻
を
聞
き
ち
ほ
と
ム
ぎ

す
を
聞
き
、
展
望
台
か
ら
大
洲

金
地
の
景
観
を
}
望
に
牧
め
た

り
、
パ
シ
ガ
ロ
!
、
一
ア
ジ
ト
村

等
で
野
川
呂
の
夢
を
楽
し
め
る
こ

と
も
.
間
近
い
将
来
に
望
み
得

市
是
の
一
づ
に
観
光
立
市
の
こ
一
こ
と
、
八
幡
神
社
の
古
式
床
し
一
盤
珪
禅
師
の
坐
禅
石
と
称
す
る
一
育
て
る
最
も
大
切
な
資
源
で
あ
一
る
こ
と
で
、
今
春
か
ら
此
の
山

と
が
打
出
さ
れ
て
居
り
ま
す
が
一
い
神
輿
渡
御
、
夏
の
夜
の
肱
川
一
巨
石
遺
蹟
の
あ
る
所
を
、
同
和
一
る
か
ら
持
ち
去
る
こ
と
の
な
い
一
へ
観
光
植
林
を
す
る
よ
う
取
運

会
民
的
な
、
或
は
全
県
的
な
観
一
を
賑
わ
す
鵜
飼
な
ど
が
挙
げ
ら
一
三
十
二
年
度
か
ら
、
山
隔
慨
を
巡
一
よ
う
に
お
互
に
注
意
し
合
い
た
一
ん
で
居
り
ま
す
。
市
内
の
皆
さ

光
地
と
比
べ
て
、
我
が
大
洲
市
一
れ
ま
し
ょ

5
0

一
る
ド
ラ
イ
ブ
ク
ェ
ー
を
建
設
中
一
い
も
の
で
あ
り
ま
す
@
一
ん
に
是
非
物
心
両
面
に
わ
た
る

が
、
こ
れ
こ
そ
他
に
類
の
な
い
一
し
か
し
、
も
っ
と
特
徴
の
あ
る
一
で
あ
り
、
将
来
こ
れ
を
自
然
公
一
早
春
の
梅
に
つ
ど
い
て
、
椿
、
一
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
た
い

観
光
要
素
を
も
っ
て
い
る
と
一
年
間
を
通
じ
て
観
光
客
を
迎
一
圏
と
し
て
経
営
し
、
大
洲
に
遊
一
桜
、
つ
つ
じ
、
藤
、
萩
も
す
L

一
も
の
で
あ
り
ま
す
。

自
負
し
得
る
も
の
に
何
が
あ
る
一
え
る
事
の
出
来
る
要
素
が
欲
し
一
ぶ
人
の
-
大
拠
点
と
す
る
計
画
一

1
1
1
1
1
1
I
l
l
i
-
-
-
I
l
l
i
-
-
l
i
)

だ
ろ
う
か
を
考
え
て

3
1一
い
も
の
だ
と
念
願
し
て
居
り
ま
一
を
す
よ
っ
L
あ
り
ま
す
。
一

φ
一

臨

工

観

光

課

え

ぎ

う

ぞ

A

V

学
問
的
に
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て

τた
と
こ
ろ
、
諮
般
の
情
勢
を
一
こ
の
事
は
観
光
を
市
是
三
つ
一

l
e事
官
j
B
J
e

い
な
い
、
巨
石
遺
蹟
の
豊
富
な
一
検
討
致
し
ま
し
た
結
果
、
富
士
一
巳
取
上
げ
た
上
か
ら
誠
に
明
る
一
市
発
足
以
来
産
業
観
光
文
化
部
一
政
上
の
諸
問
題
解
決
は
勿
論
、

i
l
i
r
i
-
-
;
j
f
i
z
z
-
}
毅
調
山
の
開
発
を
企
一
い
希
望
に
満
ち
た
施
策
で
と
一
市
と
し
て
の
発
展
を
期
し
て
、
一
肱
川
を
中
心
と
す
る
景
観
を
満

閣
3
4
1関
盤
鰯
繍
磯
繍
織
図
し
た
次
第
で
一
て
将
来
富
士
山
が
市
民
税
の
一
こ
れ
が
経
営
に
腐
心
し
て
来
と
喫
す
る
遊
覧
客
、
或
は
数
多
く

藤
総
臨
瀞
絞
繍
鴎
臨
機
織
j
f鱗
灘
繍
憾
あ
り
ま
す
。
一
一
部
を
負
担
炉
す
る
よ
う
に
な
る
一
の
で
あ
り
ま
す
が
、
時
勢
の
推
一
点
在
す
る
史
蹟
名
勝
や
、
幾
多

~ー…樹
j
麟
鴻
糊
崎
一
ふ
繍
繍
議
富
士
山
は
元
子
一
だ
ろ
う
一
言
考
え
る
と
、
市
民
一
雪
、
四
聞
の
情
勢
は
、
商
工
一
輩
出
し
た
先
賢
偉
人
を
訪
う
文

経

毅

鱗

喜

計

務

爵

加

藤

泰

通

氏

一

全

体

が

き

て

こ

の

企

図

に

加

一

説

光

面

の

飛

躍

的

進

展

が

要

請

一

入

室

、

又

は

社

寺

霊

長

一

一

戸

鱗

燦

縦

三

万

三

謀

総

議

m
d
u

が
大
洲
町
へ
寄
一
担
協
力
を
す
る
と
共
に
、
保
護
一
さ
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
の
一
起
関
山
を
讃
仰
し
て
四
隣
か
ら

一

:

治

事

乙

議

野

小

山

賭

さ

れ

た

地

域

一

育

成

の

手

主

仲

べ

ね

ば

な

り

子

、

従

来

産

業

課

に

於

て

行

政

一

祭

主

客

等

々

に

対

し

て

4

5ィ
ー
一
パ
一
丹
念
零
〆
離
側
、
丸
、
一
二
と
、
地
続
き
の

72u

一
事
務
等
を
処
理
し
て
居
た
も
の
一
れ
ぞ
れ
満
足
せ
ら
れ
る
諸
施
策

一

饗
h

総
「
い
き
河
機
鱗
欄
闘
に
け
士
一
元
自
村
有
林
一
先
年
富
士
山
を
中
心
内
膜
林
吾
、
本
年
一
月
一
日
を
も
っ
て
一
の
完
成
に
、
そ
の
上
関
係
諸
官

一

瞬

一

新

泌

総

議

γ議
噛
織
統
一
品
の
全
地
域
を
合
一
省
は
詰
区
の
設
定
を
し
て
い
一
商
工
観
光
課
を
新
設
し
、
新
た
一
庁
諸
国
体
と
の
一
層
の
緊
密
化

一
訓
品
川
い
ぷ
叫
稔
可
惨
な
プ
欠
如
に
む
約
一
二
七
へ
一
る
の
で
、
主
野
獣
の
数
が
一
な
構
想
の
も
と
に
、
商
工
互
に
、
今
後
ま
く
期
待
し
て
居

一

F
V必
そ
ら

3
3広
場

一

誌

の

ク

タ

i
Z地
一
次
第
に
増
加
の
傾
向
を
た
ど
っ
一
枚
進
と
観
光
面
の
完
号
事
一
り
ま
す
。

一

wwv芯
…
:
私
立
校
I
V
Y
-
積
が
、
都
心
部
一
て
居
り
ま
す
が
、
富
士
山
に
自
一
る
事
会
し
ま
し
て
、
過
日
旦
市
発
展
の
重
要
な
一
基
盤
を
担

一

芯

芯

と

J
て

鱗

JdviL一一U

に

Eく
、
眺
一
誌
が
出
来
、
谷
川
に
せ
U

ら
一
号
発
令
も
致
し
た
の
で
あ
り
一
当
す
る
商
工
観
光
課
新
設
喜

一

手

話

、

予

三

畿

管

必

記

で

秘

め

て

良

一

ぎ

の

音

を

開

く

よ

5
に

も

な

れ

一

ま

す

@

一

義

者

塁

の

上

、

将

来

喜

一
浅
い
技
パ
「
麟
防
総
等
改
パ
ー
〈
、
間
側
の
山
一
ば
、
更
に
小
鳥
獣
の
楽
園
と
な
一
工
場
誘
致
白
雪
整
備
e

一
〈
御
活
用
御
激
励
を
お
願
い
致

一
州
町
一
対
活
情
三
閣
機
織
機
内

J
今
ト
懐
に
は
芝
山
伸
一
っ
て
、
問
状
札
口
問
に
ふ
さ
わ
し
一
商
工
経
営
の
合
理
化
等
商
工
行
一
し
ま
す
。

一
幡
宮
不
可
三
一
山
田
村
山
目
立
刊
誌
ぷ
一

一
点
~
…

1MNぷ九十
VAゆ
jdu)ふ
d

H

W

欄

klJ2議
勲
ス
イ
境
が
あ
り
一
士
山
の
草
や
木
を
絶
体
折
り
取
一

室
に
や
っ
¥
J三
ぺ
駿
m
p
F
b
v
J
L
J
J
2一一一
O
メ
l
ト
一
つ
号
、
抜
き
取
っ
た
り
す
る

一
五
一
鰍
議
機
騒
繍
麟
鱒
二
ド
…

1日
ル
の
頂
上
に
は
一
こ
と
な
く
L

村

?

?

山

を

Z
E
h
d
%
d
z
a
r
a
κ
J
L
F
5
3噌
広

M
J
E幽
a民
J
h
h
a
a
a
v
F明
r
J
J
F
h
p
h
w昆
Z
a除
tha固
J
E両
弔
a
z
E
Z
f
t
d
k
z
f固
E
J
E
%
z
f
z町
自
宅

E
f
4出
《

gaz
・zp
n巴

の
で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
ど
う
か
こ
の
点
御
現
解
の

上
で
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

交
換
取
扱
い
模
様
に
つ
き
ま

し
て
は
い
つ
で
も
結
構
で
す
か

ら
ど
覧
下
さ
い
ま
す
よ
、
う
御
案

内
い
た
し
ま
す
も

A
V
 AW
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E
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電島
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番
号
を
一

う
の
ほ
何
札

大
洲
電
報
電
話
騎

ら

露員
し、

。〉
③ 

4参
4争

ili 

は

第3S守

昨
年
十
月
に
着
工
し
た
、
大
洲

市
若
宮
団
地
公
営
住
宅
二
十
四

一
戸
は
切
二
月
末
日
完
成
を
目
標

に
着
々
と
工
事
進
絡
む
中
で
す
。

市
の
住
宅
難
を
解
消
し
、
併
せ

て
生
活
の
安
定
を
目
的
と
す
る

公
営
住
宅
入
居
希
望
者
の
数
は

年
を
追
っ
て
増
加
し
て
い
る
状

態
で
す
が
、
当
市
も
年
次
計
画

に
よ
打
ノ
希
望

者
の
望
み
を

充
す
よ

5
計

画
中
で
あ
り

ま
す
。本
年
も
例

年
の
と
お
り

次
の
方
法
で

入
居
者
を
募

集
し
ま
ず
か

ら
、
住
宅
に

図
っ
て
い
る

方
は
申
込
ん

で
下
さ
い
。

入
居
者
の
資

格

①

よ

汽

ノ

と

す

る

家
族
戸
届
出
は
し
な
い
が
事

実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事

情
に
あ
る
者
そ
の
他
の
婚
姻

の
予
約
J4
唱
を
含
む
〉
が
あ
る

こ
と
。

②
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る

と
と
が
明
ら
か
な
者
で
あ
る

今品
hushMW 

大

洲

公

民

館

発

大
洲
地
区
婦
人
会
、
大
洲
公
一
ん
に
つ
い
て
作
文
、
図
隔
の

民
館
で
は
、
一
年
中
で
も
っ
と
一
募
集
を
し
、
こ
れ
を
親
子
座

も
多
く
父
親
が
家
庭
に
い
る
時
↑
談
会
な
ど
の
資
料
と
す
る

期
を
と
ら
え
て
「
父
親
月
間
』
一
な
ど
具
体
的
な
運
動
を
続
け
て
-

〈
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
一
月
一
参
り
ま
し
た
。
こ
の
事
に
つ
い
一
一
月
十
七
H
夜、

r

二
十
五
日
ま
で
の
工
ノ
月
間
)
一
て

N
H
K
松
山
放
忌
居
で
は
去
一
普
及
員
上
回
伊
勢
美
さ
ん
宅
ャ

を
設
け
色
々
な
行
事
を
す
す
め
一
る
一
月
二
十
二
日
朝
『
愛
一
般
の
一
(
平
野
地
区
立
さ
が
全
焼
、

て
来
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
供
の
一
皆
さ
ん
」
の
番
組
で
ロ

l
カ
レ
一
た
と
い
R
ノ
悲
報
を
開
い
た
、
一
日
一

教
育
を
母
親
の
手
の
み
に
任
せ
一
放
送
を
し
も
又
愛
媛
新
聞
『
恥
一
世
喜
一
地
区
和
国
農
事
改
良
研
究
会

る
こ
と
な
く
、
又
家
庭
経
済
に
一
人
家
庭
』
欄
で
も
特
集
を
す
る
一
(
会
長
、
金
子
茂
八
氏
)
で
は

つ
い
て
も
関
心
を
深
め
て
も
ら
一
な
ど
、
広
く
県
下
へ
紹
介
さ
れ
一
会
長
の
音
頭
と
り
で
主
食
類
ゃ

う
と
共
に
、
母
親
子
供
達
が
父
一
た
の
で
し
た
が
、
第
-
[
旧
の
事
一
早
川
金
を
集
め
て
上
回
さ
ん
に

親
の
日
頃
の
労
苦
に
感
謝
し
平
一
で
ま
だ
趣
旨
の
徹
底
を
欠
し
と
送
り
た
ぐ
さ
め
た
u

見
蝉
舛
品
を

和
で
民
主
的
な
明
る
い
家
庭
宏
一
点
、
運
動
期
間
が
少
し
長
か
つ
一
送
ろ
う
と
決
め
た
日
は
何
十
年

つ
く
る
た
め
に
家
中
こ
ぞ
っ
て
一
た
事
、
そ
の
ピ
め
父
親
う
1
4
ζ

一
絞
り
の
猛
吹
雪
の
円
刊
に
あ
る
が

前
四
種
目
の
各
計
算
に
よ
り
出
一
努
め
あ
お
う
と
の
趣
旨
か
ら
出
一
制
定
し
こ
れ
JU
中
正
に
J

川
町
一
「
一
こ
の
心
旨
一
生
日
間
し
台
一
千
批

た
四
つ
の
答
を
合
計
し
た
額
が
一
た
も
の
で
す
。
一
事
程
一
氏
と
す
る
宅
部
認
が
い
比
一
九
の
人
々
が
い
↑
別
々
ー
と
潟
か
し
炉
心

そ
の
世
帯
中
主
の
負
担
に
な
る
保
一
期
間
中
は
一
誕
の
座
談
会
を
集
団
に
開
い

τ
一
な
持
ち
与
っ
て
少
し

f
i上
回

険
税
額
に
な
り
ま
す
o

例
え
ば
一
一
、
家
庭
会
議
A

親
子
引
必
読
会
一
部
孫
ぐ
る
み
で
こ
の
注
動
を
お
一
会
λ
ょ
す
抜
け
よ
う
と
援
助
の
手

世
帯
割
の
計
算
を
見
ま
す
と
、
一
を
開
レ
て
明
る
い
人
問
調
係
一
し
す
ず
め
る
惑
な
ど

f
¥
問
題
一
を
さ
し
の
べ
た
の
で
あ
る
。

保

険

税

総

額

と

は

予

算

編

成

に

一

を

つ

く

り

出

す

一

点

が

残

さ

れ

て

い

ミ

一

吹

雪

C
E
L一
吹
い
た
心
潟
支

お
い
て
決
定
さ
れ
る
税
牧
保
険
一
て
婦
入
学
級
で
家
庭
の
uk
婦
一
多
く
の
な
三
ソ
ー
ド
で
特
に
主
主
簡
で
あ
る
。

税
の
額
を
い
L

そ
れ
に
百
分
の
一
社
へ

AZ--
員
と
し
て
の
あ
り
…
目
き
れ
た
事
は
夜
が
M
P
7
以一

!
l

十
一
立
を
か
け
て
世
帯
割
一
徹
の
竺
方
な
ど
を
学
宝
3
る

で

A

に
い
供
は
主
的
湖
、
と
な
一

i

額
を
山
山
し
ま
す
。
そ
れ
を
市
の
一
一
、
子
供
遠
か
ら
見
た
お
父
さ
て
ご
と
h

い
、
官
三

md却
炉
門
の
一

j

i

l

l

i

q

-

-

i

-

h
」
Lι

。

③
毎
月
一
次
の
基
準
の
枚
入
の

あ
る
者
で
占
め
る
こ
と
ο

第
一
種
公
営
佳
宅

コ
一
刀
二
千
円
以
下
で
家
賃

の
六
倍
以
上
十
五
倍
以
下

の
牧
入
の
も
の

第
二
種
公
営
住
宅

一
万
六
千
円
以
下
の
牧
入

の
も
の

右
の
牧
入
と
は
、
毎
月
の
総

牧
入
か
ら
、
扶
養
親
族
一
人

に
つ
き
一
千
円
を
控
除
し
た

も
の
を
い
う
。

建
設
場
所
主
戸
数

場
所
大
洲
市
禁
宮
(
昨
年

度
建
設
し
た
十
二
戸
と
同
一

団
地
)

一戸数
第

一

種

木

造

八

戸

第
二
穣
簡
耐
}
六
戸

家
賃
予
定
額
(
月
額
〉

第
一
程
木
造
一
、
五

O
O円

第
二
種
街
耐
て

0
0
0円

申
込
方
法

申
込
期
間

二
月
十
日
か
ら
二
月
二
十
五

日
ま
で

申
込
先
大
洲
市
役
所
総
務
課

一
一
な
お
申
込
用
紙
は
市
役
所
総

務
課
に
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

市
役
所
総
務
課
住
宅
係
に
お

尋
ね
下
さ
い
。
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1。世帯割=保険税総額×宮古+i:!!

'コロ
2 人頭割=保険総額〉く前十被保険者

20 
g，所得劉=保険む桟×τ百十被保倹者所得総額

数

総数

2丞t土!-
宵ま

A 資産害問倹総額×晶一被保険者械産税総額

世

帯

総

数

で

割

る

と

-

世

帯

当

一

の

所

得

対

決

定

が

お

く

れ

る

人

り
の
額
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
一
出
し
ま
ず
か
ら
随
介
日
間
な
討
で
ρ
ゐ
り
ま
す
が
、
こ
の
F

に
は
そ

す
Q

人
一
朗
引
も
」
の
K
M
法
で
山
山
一
算
を
し
て
、
各
佐
保
険
有
匂
の
一
め
一
決
定
次
川
初
年
ぽ
一
中
途
で
も
か

し
ま
す
。
百
分
の
三
十
五
、
は
す
向
一
保
険
税
念
行
一
1

出
し
ま
す
U

他
の
一
わ
り
ま
す
が
御
諒
承
ポ
さ
い
ド
。

い
税
泌
ー
で
あ
り
ま
す
が
人
口
一
民
二
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
一
今
年
度
の
分
も
お
い
の
よ

5
に

人
当
り
の
釘
は
少
い
知
と
た
り
一
の
分
は
除
外
す
る
こ
と
に
な
っ
↑
七
九
以
降
五
回
分
は
調
整
計
算

ま

す

。

一

て

い

ま

す

が

、

そ

の

家

族

に

国

一

の

上

課

税

せ

ね

ば

な

ら

な

か

っ

所
得
割
と
資
産
割
は
計
算
が
一
保
加
入
者
が
あ
り
ま
す
と
、
そ
一
た
の
で
み
り
ま
し
た
が
屯
回
大

前
二
積
臼
よ
り
は
複
雑
に
な
り
一
の
世
帯
亨
は
国
保
に
も
関
係
し
一
洲
町
の
実
胞
を
控
え
て
お
hり
条

ま
す
、
保
険
税
総
額
は
前
項
と
一
て
来
る
よ
う
な
こ
と
に
も
な
り
一
例
改
正
に
よ
る
全
市
を
含
め
て

同
が
の
額
に
百
け
が
の
二
十
を
か
一
ま
す
。
一
の
保
険
税
問
課
を
セ
ね
ば
な
ら

け
て
所
得
制
額
。
総
額
を
出
し
一
こ
う
い
う
詳
細
な
点
を
細
部
に
一
な
い
立
前
か
ら
‘
止
む
点
化
穐
す

被
保
険
者
の
市
口
竹
利
引
制
の
中
の
一
豆
り
書
く
こ
と
は
到
底
困
難
で
一
一
月
誤
判
ま
で
延
び
昨
年
・
中
の

所
得
割

WJ
の
丞
準
矧
に
な
り
ま
一
あ
り
ま
ず
か
ら
‘
今
回
は
こ
の
一
五
月
七
円
九
月
十
一
月
と
四
回

し
た
課
税
総
所
得
額
の
数
字
を
一
程
度
の
犬
略
に
止
め
る
こ
と
と
一
分
を
三
十
二
年
度
課
税
額
で
暫

抜
出
し
て
集
計
し
た
総
所
得
金
一
い
た
し
ま
し
て
改
め
て
叉
お
知
一
定
徴
牧
と
い
た
し
ま
し
て
、
一

額
で
前
に
引
引
算
し
て
あ
る
所
得
一
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
、
急
を
要
一
月
分
か
ら
刊
叫
ん
校
賦
課
し
た
よ
K
ノ

割
総
額
を
割
っ
て
百
円
当
り
保
一
す
る
御
不
審
等
は
御
法
慮
な
ノ
¥
一
な
次
第
で
ー
あ
り
ま
し
た
。
随
つ

険
税
制
削
を
出
じ
て
更
に
一
世
帯
一
市
保
険
衛
生
課
の
職
員
に
お
訊
一
て
支
一
附
管
内
九
地
区
の
被
保
険

分
の
所
得
額
に
か
け
て
一
課
税
額
一
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
一
者
の
守
中
に
は
大
変
あ
が
っ
た
方

を
出
し
ま
す
。
資
産
税
割
も
、
一
し
ま
す
。
一
や
更
に
社
会
保
険
に
加
入
し
た
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5
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2
二
世
帯
主
に
あ
っ
て
は
逆
に
返
金

せ
ね
ば
な
一
ら
な
い
方
等
が
出
て

い
る
筈
だ
と
存
じ
ま
す
h

三
十

四
年
度
か
ら
は
正
常
の
課
税
制

度
に
も
ど
し
五
月
分
は
三
十
一
↓
一

年
度
分
を
そ
の
ま
L

暫
定
徴
紋

し
七
片
分
か
ら
正
規

ρ課
税
に

い
た
し
ま
す
。

しも

保
険
税
納
期
は
毎
年
五
月
ぅ
七
一
で
前
年
度
を
そ
の
ま
λ

課
税
い

月
、
九
月
、
十
一
月
、
翌
年
一
月
、
一
た
し
ま
す
JJ
六
月
に
市
民
税
か

三
月
の
六
回
に
徴
牧
い
た
し
ま
一
決
定
し
き
す
の
で
七
月
分
か
ら

す
こ
の
中
で
五
月
分
は
市
民
税
一
署
計
算
を
仕
直
し
て
課
税
す
る

の
所
得
額
決
定
が
遅
れ
る
関
係
一
こ
と
に
な
り
ま
す
な
お
税
務
署

けの入ぺいれい、
h
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前
で
数
少
い
髪
に
櫛
を
あ
て
L

い
る
父
親
を
見
て
老
け
行
く
父

親
』
に
非
常
な
関
心
を
持
っ
て

い
る
な
ど
子
供
達
の
気
持
は
お

父
さ
ん
の
心
に
深
く
く
い
こ
ん

で
い
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。
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中

高に


